
広
報れいほく 6

No. 618

2015 June

32広報れいほく ２０１５ ６月号

広報れ
い
ほ
く

6
月
号

（
平
成
27年

）

携帯でホームページが見られます。

■
 発
　
行
／
苓
北
町
役
場
　
〒
863-2503 熊

本
県
天
草
郡
苓
北
町
志
岐
660番

地
　
 ☎
0969-35-1111 　

 0969-35-2454 
　
 ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
  http://reihoku-kum
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■
 発
行
日
／
平
成
27年

6月
22日

　
　
■
 編
集
／
総
務
課
　
　
■
 印
刷
／
㈱
印
刷
セ
ン
タ
ー

町
の
動
き
（
平
成
27年

5月
末
日
現
在
）

世
帯
数
 3,231戸（

－
10）

　
　
女
 4,141人（

－
19）

男
 3,631人（

－
４
）

計
 7,772人（

－
23）

6.11大雨災害
自然災害
　私たちの備えは大丈夫ですか。

あなたにも、マイナンバー。はじまります。

天草れいほく御利益巡り

編
集
後
記

　

町
内
の
御
利
益
ス
ポ
ッ
ト
を
バ
ス
で
巡
る

「
天
草
れ
い
ほ
く
御
利
益
巡
り
」
が
５
月
16

日
と
17
日
に
あ
り
、
町
内
外
か
ら
２
日
間
で

約
５
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

バ
ス
は
商
工
会
を
出
発
。

　

ま
ず
は
縁
結
び
の
場
と
し
て
知
ら
れ
る

「
富
岡
稲
荷
神
社
」
へ
。

　

同
神
社
は
天
草
島
原
の
乱
の
あ
と
、
五
穀

豊
穣
、
商
売
繁
盛
、
火
除
け
の
神
様
と
し
て

１
６
３
８
年
頃
に
造
ら
れ
た
と
い
わ
れ
、
現

在
で
は
多
く
の
参
詣
者
が
集
ま
る
こ
と
か

ら
、
縁
結
び
の
場
と
し
て
も
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

苓
北
町
の
空
と
海
が
広
が
る
景
色
を
あ
と

に
次
の
ス
ポ
ッ
ト
へ
向
か
い
ま
す
。

　

稲
荷
神
社
か
ら
バ
ス
に
揺
ら
れ
る
こ
と
数

分
。
次
の
ス
ポ
ッ
ト
は
、
子
宝
に
め
ぐ
ま
れ

る
と
さ
れ
る「
塞
埜
神
社
」。も
と
も
と
は
悪

疫
や
悪
病
の
侵
入
を
防
い
だ
り
、水
田
の
水

漏
れ
や
風
を
塞
ぐ
神
と
し
て
祭
ら
れ
ま
し
た
。

　

塞
ぐ
と
い
う
意
味
が
転
じ
、
境
内
で
は
石

で
造
ら
れ
た
男
女
の
シ
ン
ボ
ル
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

最
後
に
巡
る
の
は
「
お
っ
ぱ
い
岩
」
。

　

約
４
０
０
０
万
年
か
け
て
風
化
を
繰
り
返

し
た
女
性
の
乳
房
そ
っ
く
り
な
奇
岩
は
、
乳

の
出
が
よ
く
な
る
な
ど
の
御
利
益
が
あ
る
と

さ
れ
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

商
工
会
を
中
心
に
つ
く
ら
れ
た
実
行
委
員

会
が
主
催
し
初
め
て
開
催
し
た
「
天
草
れ
い

ほ
く
御
利
益
巡
り
」
。

　

ガ
イ
ド（
神
﨑
雄
史
郎
さ
ん
＝
上
津
深
江
）

の
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
な
説
明
を
参
加
者
ら

は
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

バ
ス
発
着
所
と
な
っ
た
町
物
産
館
前
で
は

マ
ル
シ
ェ（
フ
ラ
ン
ス
語
で
市
場
）も
あ
り
、

町
内
の
飲
食
店
な
ど
が
つ
く
る
お
っ
ぱ
い
岩

に
似
せ
た
ス
イ
ー
ツ
や
野
菜
な
ど
の
地
元
特

産
品
の
販
売
も
あ
り
ま
し
た
。

▼
サ
ッ
カ
ー
で
は
、
も
し
こ
こ
で
ボ
ー
ル
を

奪
わ
れ
た
ら
―
な
ど
と
想
定
し
て
プ
レ
ー
す

る
こ
と
を
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
い
ま

す
。
常
に
最
悪
の
事
態
を
想
定
し
て
考
え
た

り
、
動
い
た
り
す
る
こ
と
で
す
▼
６
月
11
日

の
大
雨
で
は
、
志
岐
川
が
は
ん
濫
し
て
志
岐

平
野
一
面
が
黄
土
色
に
そ
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
小
路
川
は
ど
こ
が
川
な
の
か
さ
え
も
わ

か
ら
ず
、
否
応
な
く
家
屋
に
流
れ
込
ん
で
い

ま
し
た
。
電
柱
を
な
ぎ
た
お
す
程
の
大
規
模

な
が
け
崩
れ
を
起
こ
し
た
現
場
で
は
、
熱
を

帯
び
た
よ
う
な
異
様
な
土
の
に
お
い
（
土
砂

災
害
の
予
兆
と
い
わ
れ
る
も
の
？
）
に
恐
怖

を
覚
え
ま
し
た
▼
こ
れ
を
非
日
常
と
は
思
わ

ず
に
、
日
常
で
起
こ
る
最
悪
の
事
態
（
災

害
）
と
想
定
し
、
普
段
の
行
動
を
見
直
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　

 

（
溝
上
基
）

天
草
れ
い
ほ
く

御
利
益
巡
り

木漏れ日さす参道

空と海と赤い鳥居と

参加者で記念撮影（ご協力に感謝します）

シンボルのそばでは蝶が

小路川はん濫（６月11日午前９時10分頃＝沖田橋付近）

さ
い 

の

富
岡
稲
荷
神
社

塞
埜
神
社

お
っ
ぱ
い
岩

の電源は入れて
おきましょう！

告知
端末
告知端末が聞こえないときは連絡を

総務課　☎３５－１１１１



23

Ｈ２７．６．１１（木）
　３時35分　大雨・洪水警報発令
　４時０５分　大雨警報発令－放送実施
　５時５０分　防災行政無線２回目放送
　６時20分　災害警戒本部設置（第2次警戒）
　６時30分　避難勧告（志岐地区一部）810世帯、1,900人－放送
　６時50分　土砂災害警戒情報発令
　６時５９分　国道３２４号状況確認依頼（警察へ）
　７時00分　避難勧告（町内全域）3,182世帯、7,718人－放送
　７時５０分　国道３８９号サンシン工業付近通行困難
　８時05分　災害対策本部設置
　８時０５分　志岐川はん濫の恐れ
　８時１１分　小路川はん濫の恐れ
　８時25分　避難指示（志岐地区）1,393世帯、3,255人－放送
　８時２８分　町道木場線崩れ　通行できない（坂瀬川）
　９時05分　避難指示（坂瀬川地区）549世帯、1,458人－放送

　町内各所からの要請に１６１人の消防団員が出動した。

  １６時55分　洪水警報解除－放送
  １７時45分　第２回災害対策本部会議
  １８時10分　避難指示解除（坂瀬川・志岐地区）－放送
　　　　　　避難勧告全域　3,182世帯、7,718人
  ２０時40分　土砂災害警戒情報解除－放送
  ２１時50分　避難勧告解除　3,182世帯、7,718人－放送
  ２３時35分　大雨警報解除－放送

Ｈ２７．６．１２（金）
　８時４０分　災害状況調査
  １６時３０分　第３回災害対策本部会議
  １６時５０分　災害対策本部解散

避難状況（最多を記載）
　６月１１日　９：２０　１６０人（９１世帯）
被害状況（17日現在）
　住宅　床上浸水　９棟
　　　　床下浸水  ３４棟
　　　　一部損壊　１棟
　道路　国県道　　５箇所
　　　　町　道　１５３箇所
　　　　林　道　  １２箇所
　河川　　　　　１２１箇所
　山林・治山　　  １３箇所
　農地　　　　　  ５０箇所
　水道　　　　　　２箇所
　公共施設　　　　３箇所

広報れいほく ２０１５ ６月号広報れいほく ２０１５ ６月号

6.11大雨災害

民家裏がけ崩れ（６月１１日午後６時頃＝坂瀬川木場）民家裏がけ崩れ（６月１１日午後６時頃＝坂瀬川木場）



45 広報れいほく ２０１５ ６月号広報れいほく ２０１５ ６月号

▲道路かん没後、崩壊（６月１１日午後４時頃＝町道木場線）

▲道路決壊（６月１１日午後２時頃＝町道年柄線）

▲がけ崩れ、電柱をなぎ倒す（６月１１日午後５時４０分頃＝町道古栖線）

▲がけ崩れ、樹木が道路をふさぐ（６月１１日午前８時５０分頃＝国道３８９号線）
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大
雨
や
台
風
は
、
地
震
な
ど
と
違
い
あ
る

程
度
発
生
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
か
ら
、
警
報
・
注
意
報
の
発
表
や
定
期
的

に
気
象
情
報
が
発
信
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
告
知
端
末
（
＝
写
真
）
か
ら
は
町

の
防
災
情
報
が
流
れ
ま
す
。

　

常
に
最
新
の
情
報
を
確
認
す
る
よ
う
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

　

風
や
雨
を
あ
な
ど
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

台
風
に
よ
る
強
風
や
大
雨
の
威
力
は
計
り

知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
瓦
や
ア
ン
テ

ナ
な
ど
が
飛
ば
さ
れ
た
り
、
河
川
の
は
ん
濫

に
よ
る
浸
水
は
被
害
を
大
き
く
し
ま
す
。
日

頃
か
ら
家
の
周
り
を
点
検
し
対
策
を
た
て
て

お
く
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

土
石
流
や
が
け
崩
れ
な
ど
土
砂
災
害
の
発

生
に
は
、
前
兆
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
土
石
流

　

山
鳴
り
が
す
る
。

　

急
に
川
が
濁
り
流
木
が
み
ら
れ
る
。

―
が
け
崩
れ

　

が
け
に
ひ
び
割
れ
が
あ
る
。

　

が
け
か
ら
水
が
湧
き
出
て
い
る
。

―
地
す
べ
り

　

地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る
。

　

斜
面
か
ら
水
が
ふ
き
出
す
。

　

土
地
の
地
形
に
詳
し
い
の
は
そ
こ
に
長
く

暮
ら
す
人
た
ち
で
す
。

　

災
害
発
生
時
に
危
険
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ

は
、
防
災
マ
ッ
プ
も
活
用
し
な
が
ら
、
近
所

や
自
主
防
災

組
織（
行
政

区
）で
情
報

を
共
有
し
て

お
き
ま
し
ょ

う
。
防
災
マ

ッ
プ
は
全
戸

に
配
布
し
て

い
ま
す
。（
５

月
21
日
）

　

地
震
は
、
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。

　

「
今
ま
で
大
き
な
地
震
が
起
き
て
い
な
い

か
ら
大
丈
夫
」
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
は
ど
こ
で
も
地
震
の
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
も
し
か
し
た
ら
明
日
こ
こ
で
起
こ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

地
震
は
そ
の
強
さ
や
、
被
害
を
予
測
す
る

こ
と
が
難
し
い
と
さ
れ
ま
す
。
い
つ
発
生
し

て
も
お
か
し
く
な
い
と
い
う
自
覚
を
も
つ
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

地
震
の
発
生
に
備
え
て
、
家
具
な
ど
の
転

倒
や
落
下
を
防
ぐ
耐
震
対
策
、
住
宅
の
耐
震

化
な
ど
、
事
前
の
安
全
対
策
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

地
震
の
規
模
を
あ
ら
わ
す
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
８
を
超
え
る
巨
大
地
震
の
場
合
は
、
そ
の

海
域
に
お
け
る
最
大
級
の
「
津
波
」
を
想
定

し
て
、
大
津
波
警
報
（
特
別
警
報
）
や
津
波

警
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

　

予
想
さ
れ
る
津
波
の
高
さ
を
「
巨
大
」

「
高
い
」
と
い
う
言
葉
で
発
表
し
て
非
常
事

態
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
ま
す
。

―
風
水
害
・
土
砂
災
害

　

浸
水
や
が
け
崩
れ
の
恐
れ
が
あ
る
と
こ
ろ

で
、
災
害
の
不
安
を
感
じ
た
ら
、
町
か
ら
の

避
難
勧
告
を
待
つ
こ
と
な
く
早
め
に
避
難
し

て
く
だ
さ
い
。

―
地
震
・
津
波

　

津
波
は
地
震
発
生
後
、
あ
っ
と
い
う
間
に

や
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

強
い
地
震
、
長
い
時
間
の
揺
れ
を
感
じ
た

ら
、
海
岸
近
く
に
い
る
人
は
す
ぐ
に
そ
の
場

を
離
れ
、
近
く
の
高
い
場
所
に
逃
げ
ま
し
ょ

う
。
ま
た
揺
れ
を
感
じ
な
い
場
合
で
も
、
津

波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
す
ぐ
に
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。

広報れいほく ２０１５ ６月号広報れいほく ２０１５ ６月号

■津波に関する警報（特別警報）・注意報

予想される津波の高さ

数値での発表

10ｍ超

10ｍ

5ｍ

3ｍ

1ｍ

高さの区分

10ｍ～

5ｍ～10ｍ

3ｍ～5ｍ

1ｍ～3ｍ

20cm～1ｍ

大津波警報
（特別警報）

津波警報

津波注意報

警報・注意
報の分類 巨大地震の

場合の表現

巨大

高い

（表記しない）

風
水
害

土
砂
災
害

地
震
と
津
波

最
新
の
情
報
を
確
認
す
る

前
兆
が
あ
る

い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い

情
報
を
共
有
す
る

日
頃
か
ら
家
の
周
り
を
点
検
す
る

防災マップ

告知端末

事
前
の
対
策

す
ぐ
逃
げ
る

津
波

自然災害
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
。

明
日
こ
こ
で
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
こ

と
が
現
実
と
な
り
ま
し
た
。

決
し
て
人
間
の
力
で
防
ぐ
こ
と
は
で
き

な
い
。

あ
な
ど
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

身
を
守
る
の
は
自
分
自
身
。

私
た
ち
の
備
え
は
大
丈
夫
で
す
か
。

▼志岐川はん濫（６月11日午前９時頃＝陣内橋付近）



89 広報れいほく ２０１５ ６月号広報れいほく ２０１５ ６月号

避難場所
　
町
で
は
各
地
区
の
「
指
定
緊
急
避
難

場
所
」
と
「
指
定
避
難
所
」
の
指
定
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
被
害
の
状
況
な
ど
必
要

に
応
じ
、
使
用
で
き
る
各
地
区
の
公
民

館
な
ど
を
指
定
し
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
災
害
を
想
定
し
、

避
難
す
る
施
設（
場
所
）と
一
番
近
い
道

を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

上津深江広域避難地

紺屋町地区避難地

明神山地区避難所

富岡地区避難地

熊本県防災情報ホームページ
http://cyber.pref.kumamoto.jp/bousai/
熊本県統合型防災情報システム
http://www.bousai.pref.kumamoto.jp/

緊 急 連 絡 先

苓北町役場 0969-35-1111
機　関　名 電話番号

天草警察署 0969-24-0110
天草警察署 志岐交番 0969-35-1122
中央消防署 苓北分署 0969-35-2244

下記のサイトで防災情報が提供されています。
防災対策・防災自主学習の参考にしてください。

苓北町の災害時の避難場所
http://reihoku-kumamoto.jp/saigai-hinan/

ＮＴＴ災害用伝言ダイヤル

１７１ をダイヤルし、ガイダンスにしたがって
録音・再生を行ってください。

指定緊急避難場所

　災害発生または発生のお
それのある場合に危険から
逃れるための避難場所

指定避難所

 災害によって住宅を失っ
た場合などを含め、一定期
間災害時の拠点施設として、
情報・物資・食事の提供な
どを行う避難場所

い
ざ
と
い
う
と
き
の
避
難
施
設（
場
所
）と

避
難
ル
ー
ト
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

避　難　施　設

１

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

○
○
○
○

○

○
○
○

○
○
○

○
○
○
○

○

○
○
○

○
○
○
○

○
○
○

○
○
○
○

○

○
○
○
○

○
○

○
○
○

○
○
○
○
○

○
 
○
○

○

○
○
○
○
○

○
○
○

○
○
○
○
○

○

○
○

○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○

○
○

○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○
○
○

7

15

4

4

26

41

6

35

13

25

14

9

2

12

49

12

39

26

19

18

12

12

25

4

7

13

8

69

12

17

12

7

3

3

143

129

26

坂瀬川出張所
坂瀬川公民館
坂瀬川小学校体育館
旧坂瀬川中学校体育館
坂瀬川地区総合グラウンド
大師山
上津深江集会所
天神山
西日本プラント苓北寮
上津深江広域避難地
町民総合センター
志岐小学校体育館
苓北中学校体育館
苓北町役場
志岐城趾
農構センター
温泉センター
総合武道館
体育センター
国照寺
明神山地区避難所
紺屋町地区避難地
円通寺
富岡公民館
富岡小学校体育館
苓洋高校体育館
瑞林寺
富岡城趾
鎮道寺
富岡温泉ホテル跡
富岡地区避難地
都呂々公民館
都呂々小学校体育館
旧都呂々中学校体育館
木場地区交流施設
木場集会所
都呂々神社

避　難　施　設　一　覧　表

海抜
（ｍ）

指　定
避難所

指定緊急避難場所

洪 水 土 砂
災 害高 潮 津 波 地 震

坂
瀬
川
地
区

志
岐
地
区

上
津
深
江
地
区

富
岡
地
区

都
呂
々
地
区

番 

号

避
難
区
域

※状況に応じて、その都度避難場所を特定する場合があります。
※自主避難するときは、役場へ連絡してください。
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町
で
は
、
気
象
台（
気
象
庁
）か
ら
「
大

雨
・
洪
水
・
高
潮
の
気
象
情
報
」
と
「
土
砂

災
害
警
戒
情
報
」
が
発
表
さ
れ
た
場
合
、
町

民
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
昼
夜
を
問
わ

ず
、
防
災
行
政
無
線
と
告
知
端
末
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
警
報
や
注
意
報
が
解
除
さ
れ
た

場
合
も
同
じ
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

気
象
庁
は
、「
警
報
」の
発
表
基
準
を
は

る
か
に
超
え
る
豪
雨
や
大
津
波
な
ど
が
予
想

さ
れ
、
重
大
な
災
害
の
危
険
性
が
高
ま
っ
て

い
る
場
合
に「
特
別
警
報
」を
発
表
し
ま
す
。

　

特
別
警
報
が
で
た
場
合
は
、「
数
十
年
に

一
度
」し
か
な
い
よ
う
な
非
常
に
危
険
な
状

態
に
あ
り
ま
す
。
屋
外
の
状
況
や
町
か
ら
出

す「
避
難
勧
告
」や「
避
難
指
示
」に
留
意

し
、
身
の
危
険
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
命
を
守

る
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
常
に
最
新
の
情
報
を
得
る
た
め
、

告
知
端
末
の
電
源
を
入
れ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　

告
知
端
末
の
不
具
合
や
防
災
行
政
無
線
の

お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
ま
で
お
願
い
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
○町
35
―
１
１
１
１

•
非
常
食
、
飲
料
水

•
貴
重
品（
通
帳
、
印
鑑
、
現
金
、
保
険
証

な
ど
）

•
救
急
用
品

•
携
帯
ラ
ジ
オ

•
懐
中
電
灯

•
乾
電
池

•
携
帯
電
話
の
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど

•
ヘ
ル
メ
ッ
ト

•
衣
類
、
タ
オ
ル
、
軍
手

※
乳
児
が
い
る
場
合
は
、
ミ
ル
ク
や
紙
オ
ム

ツ
な
ど
も
用
紙
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
の
発
生
直
後
は
消
防
や
警
察
で
も
す

ぐ
に
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。
消
防
団
も
す
ぐ

に
救
護
活
動
を
始
め
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　

そ
ん
な
と
き
頼
れ
る
の
が
近
所
や
地
域
に

住
む
皆
さ
ん
で
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
、
自

分
の
命
を
守
る
た
め
、
自
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る
た
め
、
「
自
主
防
災
組

織
」
の
結
成
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

 

地
震
、
津
波
を
想
定
し
た
「
避
難
訓
練
」

を
実
施
し
ま
す
。

 

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
避
難
場
所

や
避
難
ル
ー
ト
の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

７
月
12
日（
日
）　

午
前
10
時
開
始

■
内
容

①
午
前
10
時
に
地
震
発
生
に
伴
う
震
度
速
報

を
防
災
行
政
無
線
で
流
し
ま
す
。

②
５
分
後
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
津
波
警
報

と
土
砂
災
害
警
戒
情
報
の
発
表
お
よ
び
避

難
指
示
の
放
送
を
し
ま
す
の
で
「
指
定
緊

急
避
難
場
所
」
ま
た
は
近
く
の
高
台
へ
避

難
し
て
く
だ
さ
い
。

■
防
災
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

担
当
／
田
尻

　

☎
○内
２
０
８　

○町
35
―
１
１
１
１

広報れいほく ２０１５ ６月号広報れいほく ２０１５ ６月号

予備知識
備
え
と
し
て
知
っ
て
お
き
た
い
言
葉

―

気
象
台

「
大
雨
・
洪
水
・
高
潮
の
注
意
報
・
警
報
」

「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」

「
特
別
警
報
」

―

町
「
避
難
勧
告
」

「
避
難
指
示
」

備
え
と
し
て
知
っ
て
お
き
た
い
も
の

―

非
常
用
持
出
品

防災の町
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
。

い
ざ
と
い
う
と
き
家
族
は
離
れ
ば
な

れ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

地
域
全
体
で
支
え
合
い
協
力
し
あ
う

安
心
し
て
住
め
る
防
災
の
町
づ
く
り

を
進
め
ま
し
ょ
う
。

防
災
情
報

防
災
行
政
無
線
と
告
知
端
末

「
特
別
警
報
」

非
常
用
持
出
品

災
害
時
に
持
ち
出
す
べ
き
も
の
の
例

避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す

自
主
防
災
組
織
の
結
成
に

ご
協
力
を

　町内の自主防災組織は本年６月１日現在、33組織
（37行政区）となりました。
　
【坂瀬川　９組織】
　西川内区防災会　　　和田区防災会
　浦区防災会　　　　　松原区自主防災会
　中区防災会　　　　　小路区防災会
　川向区自主防災会　　木場区防災会
　鶴区防災会
【志岐　12組織】
　中尾区自主防災会　　平山区自主防災会
　城下区防災会　　　　中通区防災会
　馬場区防災会　　　　浜之町区自主防災会
　明神山区防災会　　　紺屋町区防災会
　白木尾自治防災会　　年柄区防災会
　下向区防災会　　　　的場区防災会
【富岡　６組織】
　尾越区防災会　　　　一丁目区防災会
　二丁目区防災会　　　三丁目区防災会
　四丁目区防災会　　　五丁目区防災会
【都呂々　６組織】
　都呂々１区自主防災会（萱の木区、唐干田区、小松区）
　浜区防災会　　　　　古里区防災会
　上区自主防災会　　　本郷区防災会
　木場地区防災会（松野区、中村区、涼松区）

－防災訓練をしたい
　防災訓練を行うには、町や消防機関との連携が必要で
すので、役場や消防署にお知らせください。
－自主防災組織をつくるには？
　自主防災組織は、地域が協力しあって自発的につくる
組織です。設立の具体的な方法は、役場にお問い合わせ
ください。

苓北町の自主防災組織
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
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現
在
発
行
し
て
い
る
被
保
険
者
証
は
７
月

31
日
で
有
効
期
限
を
む
か
え
る
た
め
、
新
し

い
被
保
険
者
証
へ
の
切
り
替
え
を
行
い
ま

す
。
世
帯
主
の
認
印
と
現
在
お
持
ち
の
保
険

証
を
持
参
の
う
え
、
指
定
さ
れ
た
日
時
に
お

受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

 

当
日
都
合
が
悪
い
場
合
は
、
各
地
区
の
切

替
日
終
了
後
か
ら
８
月
31
日（
月
）ま
で
の
期

間
、
各
地
区
の
出
張
所
（
志
岐
地
区
は
役
場

福
祉
保
健
課
）
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

入
院
す
る
と
き
、
病
院
の
窓
口
で
「
限
度

額
適
用
認
定
証
」
ま
た
は
「
限
度
額
適
用
･

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
提
示
す
る
こ

と
で
、
医
療
費
や
食
事
代
の
自
己
負
担
額
が

減
額
さ
れ
ま
す
。
自
己
負
担
限
度
額
は
別
表

の
と
お
り
で
、
所
得
に
よ
っ
て
限
度
額
が
変

わ
り
ま
す
。
ま
た
、
高
額
な
外
来
診
療
に
つ

い
て
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
窓
口
で
の
支
払
い
は
限
度
額
ま
で

と
な
り
ま
す
が
、
限
度
額
を
超
え
て
支
払
わ

れ
た
分
は
申
請
に
よ
り
高
額
療
養
費
と
し
て

あ
と
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
69
歳
以
下
の
人
は
、
課
税
世
帯
･
非
課
税

世
帯
と
も
交
付
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

■
70
歳
か
ら
74
歳
の
人
は
非
課
税
世
帯
が
交

付
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

申
請
方
法

　

交
付
申
請
は
、
役
場
本
庁
で
随
時
受
け
付

け
ま
す
。

　

現
在
、
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
ま
た
は

「
限
度
額
適
用
･
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
を
お
持
ち
の
人
は
、
有
効
期
限
が
平
成

27
年
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
認
定
を
受
け
る
場
合
に
も
申
請
が
必

要
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
・
印
か
ん
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
非
課
税
世
帯
が
交
付
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

申
請
方
法

　

新
た
に
交
付
申
請
す
る
人
（
入
院
す
る
場

合
）
は
、
役
場
本
庁
で
随
時
受
け
付
け
ま
す

の
で
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
減
額
認
定
証
を
お
持
ち
の
人
は
、

平
成
27
年
７
月
31
日
で
期
限
切
れ
と
な
り
ま

す
。
平
成
27
年
８
月
１
日
か
ら
引
き
続
き
該

当
す
る
人
に
は
、
被
保
険
者
証
更
新
時
に
新

し
い
「
限
度
額
適
用
･
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
・
印
か
ん

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

広報れいほく ２０１５ ６月号広報れいほく ２０１５ ６月号

■保険証切替日程
■70歳未満の人の場合 期　日

所得区分 自己負担限度額 多数回該当（※5）
食事代

（１食あたり）

■70歳以上75歳未満の人の場合

所得区分 外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位） 食事代
（１食あたり）

時　間 対　象　地　区 会　場

7月24日
（金）

9:00から
12:00まで

13:00から
15:00まで

西川内・和田
浦・松原

中・小路・川向
木場・鶴

松　　原
公 民 館

三　　区
集 会 所

7月27日
（月）

9:00から
12:00まで

13:00から
15:00まで

下向・釜の下
平木・的場

白木尾・内田・年柄

上津深江
集 会 所

7月28日
（火）

9:00から
12:00まで

13:00から
15:00まで

元袋・尾越・春の迫
1丁目・2丁目・3丁目

4丁目・5丁目・新町
出来町・八区

富　　岡
公 民 館

7月29日
（水）

9:00から
12:00まで

13:00から
15:00まで

松野・中村・涼松

萱の木・唐干田・小松
浜・古里・上・本郷
狸河内・大河内

木　　場
集 会 所

都 呂 々
公 民 館

7月30日
（木）

9:00から
12:00まで

13:00から
15:00まで

中尾・志岐山
平山・城下・釜・中通

天神木・馬場・浜之町
明神山・紺屋町・西原

役　　場
大会議室

保
険
証
の
切
り
替
え
を

行
い
ま
す

入
院
す
る
と
き
は

「
減
額
認
定
証
」の
交
付
申
請
を

国
民
健
康
保
険
の
場
合

後
期
高
齢
者
医
療
の
場
合

入
院
時
の
自
己
負
担
限
度
額
と
食
事
代
（
月
額
）

国民健康保険加入者の場合

（※1）現役並み所得者とは、同一世帯の被保険者に課税所得が145万円以上の人がいる場合。
（※2）一般所得者とは、現役並み所得者、低所得者Ⅱ、低所得者Ⅰ以外の人。
（※3）低所得者Ⅱとは、被保険者の属する世帯の全員が住民税非課税の人。
（※4）低所得者Ⅰとは、被保険者の属する世帯の全員が住民税非課税で、世帯全員の各所得が0円となる人。
　　　 （年金収入のみの場合は、80万円以下の方）
（※5）過去12カ月間に４回以上、高額療養費の支給があった場合の４回目以降の限度額。
（※6）入院期間が過去12カ月間で90日を超えた場合は、申請により食事代が160円になります。

■問い合わせ先
　福祉保健課　　国民健康保険係　担当／濵石　後期高齢者医療係　担当／酒井
　☎○内１４３　○町３９－０００２

901万円超 252,600円＋
（総医療費－842,000円）×１％ 140,100円

167,400円＋
（総医療費－558,000円）×１％ 93,000円

80,100円＋
（総医療費－267,000円）×１％ 44,400円

57,600円 44,400円

24,600円

44,400円

24,600円

15,000円

44,400円（※5）

35,400円

44,400円

12,000円

8,000円

8,000円

　80,100円＋
（総医療費－267,000円）×１％

260円

260円

210円
（※6）

210円
（※6）

100円

住民税
非課税世帯

現役並み所得者
（※1）

一般所得者（※2）

低所得者Ⅱ（※3）

低所得者Ⅰ（※4）

所得区分 外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位） 食事代
（１食あたり）

44,400円

24,600円

15,000円

44,400円（※5）
44,400円

12,000円

8,000円

8,000円

　80,100円＋
（総医療費－267,000円）×１％

260円

210円
（※6）

100円

現役並み所得者
（※1）

一般所得者（※2）

低所得者Ⅱ（※3）

低所得者Ⅰ（※4）

600万円超
901万円以下

210万円超
600万円以下

210万円以下
（住民税非課税世帯以外）

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療

か
ら
の
お
知
ら
せ

後期高齢者医療制度加入者の場合
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正
し
い
食
習
慣
、
歯
み
が
き
な
ど
の
む
し

歯
予
防
は
家
庭
で
取
り
組
む
ほ
か
、
町
で
は

平
成
26
年
度
か
ら
、
町
内
の
小
中
学
校
と
４

つ
の
保
育
園
の
協
力
を
得
て
フ
ッ
化
物
洗
口

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
担
当
課

　

福
祉
保
健
課　

担
当
／
荒
木

　

☎
○内
１
４
３　

○町
39
―
０
０
０
２

 

「
80
歳
で
20
本
自
分
の
歯
を
も
ち
ま
し
ょ

う
」
と
推
進
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
生
涯
、

お
い
し
く
食
べ
る
た
め
に
は
自
分
の
歯
を
１

本
で
も
多
く
残
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
第
１

大
臼
歯
を
１
本
喪
失
す
る
だ
け
で
、
噛
む
力

は
２
〜
４
割
低
下
し
ま
す
。

　

口
の
中
が
不
健
康
だ
と
糖
尿
病
や
心
臓

病
、
肺
炎
に
な
り
や
す
い
だ
け
で
は
な
く
、

認
知
症
に
も
関
係
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
全
身
の
健
康
に
影
響
を

及
ぼ
す
む
し
歯
や
歯
周
疾
患
を
子
ど
も
の
頃

か
ら
し
っ
か
り
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

 

町
の
む
し
歯
有
病
者
率
を
１
歳
６
ヶ
月
児

健
診
や
３
歳
児
健
診
の
結
果
で
み
る
と
、
熊

本
県
平
均
と
比
べ
大
差
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
以
降
急
激
に
む
し
歯
を
も
つ
子
ど
も
が

増
え
、
永
久
歯
が
生
え
そ
ろ
っ
た
12
歳
児
の

む
し
歯
有
病
者
率
は
77
・
78
％
で
す
。（
平
成

25
年
）

　

熊
本
県
で
ワ
ー
ス
ト
５
位
で
す
。

（
熊
本
県
歯
科
保
健
状
況
調
査
）

広報れいほく ２０１５ ６月号広報れいほく ２０１５ ６月号

フ
ッ
化
物
洗
口
を

実
施
し
て
い
ま
す

せ
ん
こ
う

小
中
学
校
と
４
保
育
園
で
実
施

小
中
学
校
と
４
保
育
園
で
実
施

歯
と
口
の
健
康
週
間

（
６
月
４
日
〜
10
日
）

歯
と
口
の
健
康
週
間

（
６
月
４
日
〜
10
日
）

区分 施設名称 実施率（％）
■実施状況（２６年度）

宮　原
坂瀬川
国照寺
都呂々
坂瀬川
志　岐
富　岡
都呂々
坂瀬川
苓　北
都呂々

85.3
95.7
100
87.5
88.7
93.7
85.9
91.2
86.2
76
100

保
育
園

小
学
校

中
学
校

「
お
く
り
た
い

未
来
の
自
分
に

き
れ
い
な
歯
」

な
ぜ
歯
の
健
康
が
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

な
ぜ
歯
の
健
康
が
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

苓
北
町
の
こ
ど
も
の
む
し
歯
の
現
状

苓
北
町
の
こ
ど
も
の
む
し
歯
の
現
状

む
し
歯
の
原
因
と
予
防
法

む
し
歯
の
原
因
と
予
防
法

Ｈ24年 Ｈ2５年
■１２歳児のむし歯有病者率（むし歯治療者も有病者としてカウント）

順位
１位
２位
３位

市町村名
玉東町
長洲町
産山村

有病者率
16.28
18.54
23.08

順位
１位
２位
３位

市町村名
玉東町
産山村
長洲町

有病者率
17.50
20.00
20.47

41位
42位

43位

44位
45位

あさぎり町
益城町

苓北町

西原村
山江村

76.37
85.02

76.37

91.04
96.43

41位

42位
43位
44位
45位

苓北町

益城町
水上村
山江村
南小国町

77.78

79.56
84.62
86.36
88.89

議 会 定 例 会

 平成27年第３回苓北町議会定例会は６月10日から11
日までの２日間の日程で開催され、51人が審議を傍
聴しました。
　定例会では専決処分の承認や６人の議員による一般
質問をはじめ、平成27年度一般会計補正予算などの
議案４件を可決しました。

■専決処分の承認について
　・苓北町税条例等の一部を改正する条例
　・苓北町国民健康保険税条例等の一部を改正する条
　　例
　・苓北町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業の利用者負担に関する条例

　・苓北町介護保険条例の一部を改正する条例
　・平成26年度苓北町一般会計および５つの特別会計
補正予算

　　（国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療、下
水道、特定地域生活排水処理事業）

■苓北町振興計画審議会設置条例の一部を改正する条
例について
　苓北町まち・ひと・しごと創生総合戦略の審議にあ
たり、委員の構成を変更する必要があるため改正

■平成27年度一般会計および坂瀬川財産区特別会計
補正予算
　一般会計と坂瀬川財産区特別会計補正予算を可決

※坂瀬川財産区の補正額は、予備費を400千円減額し
同額を委託料に充当したため増減なし。
□請負契約［苓北町拠点避難地造成工事（２工区）］
の変更締結
　当初契約金額　　　　　　　　　 ９，１８８万６，４００円
　変更による増減額　　　　　　　 １，９６９万７，２６７円
　変更後契約金額 　　　　　　 １億１，１５８万３，６６７円
　契約の相手方　　　　　　　　前川建設　株式会社

■苓北町固定資産評価員の選任について
　前委員から辞職の届出があったことに伴い、後任に
益田大介さんを選任することに同意

※一般質問の内容については、７月発行の議会広報
「きずな」をご覧ください。

同意された案件

可決された案件

承認された案件

熱心に審議を見守る傍聴者 一般質問の答弁に立つ田嶋町長

会計名 補正前の額 補正額 補正後の額

一　般 47億5,200万円

1,567万９千円

3,102万円

－ 　　

47億8,302万円

1,567万９千円坂瀬川
財産区

議長席後方から 音楽に合わせて１分間ぶくぶく

県平均 51.46 県平均 46.78〈予防法〉
 歯みがき

〈予防法〉
フッ化物の利用
・フッ化物歯面塗布
・フッ化物洗口
・フッ化物配合歯磨剤
（歯磨き粉）

〈予防法〉
適正な食習慣

むし歯菌

むし歯

弱い質の歯

食べ物
（砂糖）
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Ｑ1　マイナンバーが届いたら、何をすればいい
の？

Ａ１　平成２７年１０月から皆さんの住所（住民票に
記載された住所）にマイナンバーを通知する
カード（通知カード）が郵送され、平成２８
年１月から税・社会保障の申請書などへのマ
イナンバーの記載が順次始まります。

　　　通知カードはマイナンバーを申請窓口で確認
するための大切な書類です。また、マイナン
バーは原則、生涯同じ番号を使い続けていた
だき、自由に変更はできませんので、通知カ
ードは大切にしてください。

Ｑ２　マイナンバーはどういう場面で利用するの？

Ａ２　社会保障、税、災害対策の分野で利用されま
す。年金・雇用保険・医療保険の手続や生活
保護・福祉の給付、税の確定申告の手続など
にマイナンバーが利用される予定です。

　　　また、税や社会保険の手続で事業主や証券会
社、保険会社が個人に代わって手続を行う場
合もあり、勤務先や金融機関にマイナンバー
の提出を求められる場合があります。

Ｑ３　よく「国が個人情報を一元管理する」と言わ
れますが、本当？

Ａ３　違います。個人情報の管理は今までどおり自
治体や各機関で行い、必要な情報を必要な時
だけやりとりする「分散管理」の仕組みを採
用しています。

　　　マイナンバーを元に特定の機関に共通のデー
タベースを構築することはなく、個人情報が
まとめて漏れるようなこともありません。

　

「
方
書（
か
た
が
き
）」
と
は
、
ア
パ
ー

ト
や
町
営
住
宅
な
ど
の
集
合
住
宅
の
建
物

名
、
部
屋
番
号
な
ど
の
こ
と
で
す
。

　

集
合
住
宅
の
場
合
、
同
じ
地
番
に
複
数

の
世
帯
が
あ
り
、
郵
便
物
な
ど
が
正
確
に

届
き
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
よ
り
正
確
な
住
所
と
す
る
た

め
、
本
年
７
月
21
日（
火
）か
ら
、
方
書
を

住
所
の
一
部
と
し
て
住
民
票
に
表
示
し
ま

す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
ほ
か
の
各
種
証
明
書
に

も
方
書
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
人
に
は
、
世
帯
主
宛
て
に

６
月
中
に
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
方
書
を
届
け
出
て
い
な

い
な
ど
、
町
が
方
書
を
確
認
で
き
な
い
人

は
、
21
日
以
降
も
住
民
票
に
方
書
は
表
示

さ
れ
ま
せ
ん
。

　

新
た
に
方
書
の
表
示
を
希
望
す
る
場
合

や
、
す
で
に
届
け
出
て
い
る
方
書
に
変
更

が
あ
る
場
合
は
、
７
月
10
日（
金
）ま
で
に

役
場
税
務
住
民
課
ま
た
は
各
出
張
所
の
窓

口
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
手
続
き
に
は
、
本
人
確
認
書
類
（
運
転

免
許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど
）
と
認
印

が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
住
民
課　

住
民
班　
　

　

☎
○内
１
０
５　

○町
39
―
０
０
０
２

広報れいほく ２０１５ ６月号広報れいほく ２０１５ ６月号

Ｑ＆Ａ

住
民
票
に
方
書（
か
た
が
き
）が

表
示
さ
れ
ま
す

〈表示例〉

　（変更前）苓北町志岐○○番地○
　　　　　　　　　　↓
　（変更後）苓北町志岐○○番地○　○○アパート○○号

税
務
住
民
課

■問い合わせ先　総務課／担当　吉村　☎○内２１０　○町３５－１１１１



　4月から支援センターに集うお友だちの年齢がぐ
っと若くなりました。（笑）
　2カ月～2歳くらいです。保育園に入る前にたく
さんの人と接していると、入園がスムーズにいくよ
うです。支援センターに見学にきてみませんか。

　ヒトメタニューモウィルス感染症って聞いたこ
とがありますか？
　2001年に発見され、呼吸器感染を引き起こす
ウィルスで、ＲＳウィルスに似ています。1年中
発症しますが、ピークは3月～6月です。何回か
かかると免疫がつくようですが、体力のない小さ
い子どもさんとお年寄りは重症化することもある
ようですので気をつけてください。
　予防法としては、外出先から帰った後の手洗い
うがいをするとかマスクを着用するなどの風邪予
防法と同じですが、小さいお子さんにはうがいや
マスクは難しいですね。最初は、ぐしゅぐしゅぺ
っと吐くくらいだったり、それも難しい時はおと
なが手や口の回りをきれいに拭いてあげましょ
う。また、子どもが舐めてしまうおもちゃなどは
洗ったり消毒したりなど、いつも清潔にしてあげ
ましょう。かかってしまったら、家庭内感染に気
をつけ水分補給に心がけ、ゆっくり休ませてあげ
ましょう。

かわいい
お友だちです

　

二
の
丸
に
復
元
さ
れ
た
長
屋
（
歴
史
資
料

館
）
の
開
館
も
目
前
に
迫
り
ま
し
た
。
今
月

号
か
ら
、
整
備
事
業
に
関
連
し
た
事
柄
を
取

り
上
げ
ま
す
。

肥
前
甘
艸
富
岡
城
図
（
国
会
図
書
館
所
蔵
）

　

城
内
の
建
物
、
門
、
石
垣
な
ど
が
詳
し
く

描
か
れ
て
お
り
、
戸
田
氏
の
破
城
以
前
に
製

作
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
城
を
壊
し
た

後
に
、
建
物
や
門
は
描
け
ま
せ
ん
。
山
崎
氏

が
造
営
し
た
百
間
石
垣
と
袋
池
も
描
写
さ
れ

て
い
る
の
で
、
寺
沢
氏
時
代
に
遡
る
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　

城
内
の
建
造
物
の
長
さ
、
高
さ
の
記
載
が

詳
し
い
こ
と
、
特
定
地
点
か
ら
放
射
状
の
水

平
距
離
と
仰
角
距
離
が
朱
線
で
示
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
こ
の
測
量
術

は
、
南
蛮
流
と
し
て
、
江
戸
時
代
早
期
か
ら

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
本
丸
・
北
櫓
が
二
層

造
り
と
し
て
描
か
れ
て
、
計
測
値
も
書
き
加

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
後
代
の
石
垣
遺
構

か
ら
だ
け
で
は
、
到
底
、
で
き
ま
せ
ん
。
富

岡
城
が
現
存
し
て
い
た
時
代
の
内
部
資
料
に

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
発
掘
調
査
の
結
果
と

一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
整
備
事
業
の
基
本
と

な
る
城
絵
図
で
す
。

百
間
土
手

　

山
崎
家
治
が
築
き
ま
し
た
。
城
絵
図
に

「
一
、
土
手
、
長
九
十
六
間
、
横
四
間
、
高

四
間
半
、
但
石
垣
之
分
、
百
間
土
手
ト
唄
」

と
あ
り
ま
す
。
築
造
以
前
は
、
侍
屋
敷
と
港

で
し
た
が
、
大
が
か
り
な
土
手
を
構
築
し

て
、
こ
こ
を
仕
切
り
、
内
側
に
川
水
を
引
き

入
れ
ま
し
た
。

　

城
絵
図
に
は
、
土
手
の
上
の
南
縁
に
長
塀

が
描
か
れ
て
、
狭
間
も
十
窓
を
数
え
ま
す
。

　

長
さ
は
、
九
十
四
間
半
と
あ
り
ま
す
。
土

手
の
南
側
は
、
高
石
垣
が
積
ま
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、
池
側
は
土
壁
で
、
版
築
土
が
積

み
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

〔
長
塀
〕

　

道
路
に
活
用
さ
れ
て
い
る
百
間
石
垣
の
南

端
を
幅
１・５
ｍ
、
深
さ
０・４
〜
２・０
ｍ
、

掘
り
下
げ
た
と
こ
ろ
、
長
塀
の
受
け
皿
に
な

っ
た
石
垣
の
天
端
石
列
が
検
出
さ
れ
ま
し

た
。
束
石
（
支
柱
）
は
、
道
路
の
真
ん
中
に

埋
没
し
て
い
ま
す
。

〔
百
間
土
手
石
垣
〕

　

城
絵
図
に
は
、
「
石
垣
高
四
間
」
の
書
き

込
み
が
あ
り
ま
す
。
石
垣
の
下
は
、
当
時
、

海
岸
で
し
た
が
、
今
日
、
埋
め
立
て
ら
れ

て
、
公
園
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

歴
史
を
訪
ね
て

志
岐
城
跡
と
富
岡
城
跡 

〔
第
39
回
〕

文
／
大
田　

幸
博

　
　
（
前
県
立
装
飾
古
墳
館
長
）

　

石
垣
の
高
さ
は
、
大
方
、
５
・４
ｍ
前
後

で
す
が
、
以
前
の
調
査
で
、
地
表
下
３
・２

ｍ
で
根
石
に
達
す
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま

す
。
乱
れ
積
み
で
、
自
然
石
（
大
石
）
も
目

立
ち
ま
す
が
、
し
っ
か
り
と
し
た
石
垣
で

す
。

〔
袋
池
〕

　

富
岡
半
島
に
降
っ
た
雨
が
流
れ
込
み
ま

す
。
た
だ
し
、
水
門
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

大
雨
の
時
、
溜
め
水
が
土
手
を
越
え
て
流
れ

出
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
昭
和
41

年
の
大
干
ば
つ
の
時
に
は
、
袋
池
が
干
上
が

っ
て
、
水
没
し
て
い
た
侍
屋
敷
の
石
垣
が
露

呈
し
ま
し
た
。（
田
嶋
町
長
談
）

1819

は 

じ
ょ
う

つ
か
い
し

な
ん
ば
ん

は
ん
ち
く 

ど

は
ざ 

ま

あ
ま
く
さ

ふ
く
ろ
い
け

広報れいほく ２０１５ ６月号広報れいほく ２０１５ ６月号

■夏やさいのチジミの作り方
①にがうり・たまねぎは、薄くスライスし、にらは３㎝
の長さに切る。

②いかは、食べやすい大きさに切りそろえる。
③Ａのすべての材料、調味料を混ぜ合わせる。水は生地
のかたさによって増減をする。

④混ぜ合わせた生地を油をひいたフライパンに流し込
み、いかに火が通るまで焼く。

⑤出来上がったら、食べやすい大きさに切り分ける。
⑥Ｂの調味料を合わせる。（つけだれ用）

食で育む命の応援団「チーム　ぱくぱく」
　保育園・学校・行政が協働と連携を図り、苓北町の
将来を担う子どもたちの“食の応援団”になります。

 「おやつのとり方を考えよう！」

　夏の暑さの中では、のど
ごしがよい冷たい飲み物や
食べ物をとることが多くなりがちですが、とりすぎる
と、胃腸の活動を弱めて食欲がなくなったり、体が冷
えすぎて元気に活動ができなくなったりします。
　トマト、きゅうり、にがうり、ピーマン、ナスなど
の夏の野菜は、ビタミン、ミネラルが豊富なうえに、
体をほどよく冷やしてくれる働きがあります。
　冷たいもののとりすぎに注意し、旬の野菜をしっか
り食べて、暑さに負けない強い体をつくって夏を乗り
切りましょう。

夏やさいのチジミ
（７月６日の献立）
夏やさいのチジミ
（７月６日の献立）

7月の目標

今月のちょっと一言

苓北町子育て支援センター

ふ れ あ い 広 場ふ れ あ い 広 場

■材料名（子ども５人分）
　薄力粉…………40ｇ
　水………………大４
　卵………………１個
　にがうり………30ｇ
　にら……………10ｇ
　コーン…………15ｇ
　玉ねぎ…………40ｇ
　いか……………40ｇ
　塩………………小１
　ごま油…………小２

　酢………………５ｇ
　砂糖……………６ｇ
　豆板醤…………少々
　薄口しょうゆ…10ｇ 残さずたべる（志岐小学校）

■開設日時　平日の午前９時30分～午後３時
■開設場所　新ふれあい館　☎35－1270

肥前天草富岡城図〔百間土手～追手門部分〕

検出された百間土手石垣の天端石列

復元された長塀と追手門南側の張り出し石垣

☆ポイント☆
フライパンにひく油を、ごま油に
すると香りもよくカリッと仕上が
ります。油の量が多い程、カリカ
リになりますのでお好みで調節し
てください。

A

B
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まちのわだい｜TOWN TOPICS｜ まちのわだい｜TOWN TOPICS｜

　海水浴場と白岩崎キャンプ場、ペーロン船利用者の
安全を願う本年度の安全祈願祭は６月８日に富岡海水
浴場で行われ、田嶋町長をはじめ関係者が出席しこの
夏の安全を願いました。
　雨のため、富岡保育園の
園児や商工会青年部らによ
る海岸清掃と苓洋高校生の
デモンストレーションは、
中止。雨の海開きとなりま
した。

海開き
この夏の安全を願う

　ＪＡれいほく女性部（小野三幸部長）のボランティ
ア海岸清掃は６月６日に富岡曲﨑海岸で行われ、町内
事業所や小学生など約200人が参加しました。
　美しい自然を未来につなげるため、同女性部では平
成13年２月から毎年開催。継続した活動のおかげで
ゴミは比較的少なく、海岸はきれいな状態が保たれて
いました。
　参加者らは丸石に足をとられないよう気をつけなが
ら、海岸沿いをぐるりと一周。ペットボトルやプラス
チック類を中心にゴミを集めました。

ＪＡれいほく女性部
海岸沿いをぐるりと一周

　本年３月をもって閉校した旧苓北中の閉校事業実行委
員会（田﨑稔実行委員長）は５月２２日に母校舎を訪れ、
残余財産１，９８５，９４０円を新設開校した苓北中学校（山
本輝彦校長）へ寄付しました。
　５月１５日に開かれた同実行委員会の解散総会で事業
の残余財産を全額寄付することを決定。山本校長は「多
額の寄付金をいただき大変ありがたい。子どもたちと地
域のために有効に使わせていただきたい」と謝辞を述べ
ました。今後、部活動支援や教育環境整備に充てていくと
のことです。

旧苓北中閉校事業実行委員会
残余財産全額を寄付

　志岐小学校２年生は６月１２日に役場を訪れ、庁舎内を
探検しました。
　同校生活科校外学習の一環で「レッツゴー！町たんけ
ん」と題し役場を訪れたのは、志岐小学校２年生の児童５
人。「町にはどんな所があって、どんな人々が生活してい
るのか」を調べるため、役場庁舎内で職員に担当課の仕
事などについて説明を受けました。
　児童らは「どんな仕事をしていますか」「どういう人が
何のために来るのですか」などと質問し、町について学び
ました。

志岐小学校
レッツゴー！町たんけん

　都呂々緑の少年団（西田望美さん＝団長、都呂々小
６年）は５月18日に苓北町役場を訪れ、「緑の募
金」を田嶋町長に手渡しました。
　同少年団（団員10人）は４月29日に町内の店舗な
ど５箇所で募金活動を行い、41,475円の募金があり
ました。寄贈された募金は「地域の緑化事業や啓発ポ
スターコンクール事業などに使います」と町農林水産
課。
　西田望美さんは「美しい森を守るために役立ててほ
しい」と笑顔で話しました。

都呂々緑の少年団
美しい森を守るために役立てて

　西天草ロータリークラブ（吉田修一会長）の創立
40周年記念式典が５月16日、志岐集会所であり40年
の歴史を振り返りました。
　昭和50年１月３日に26人で創立した同クラブ。吉
田会長は「高い職業倫理をもって地域社会へ更に貢献
していきたい」とあいさつ。
　式典は、宮原・志岐保育園児の太鼓・獅子舞披露に
はじまり、富岡城に植樹する桜の苗10本の目録贈呈
や元県立装飾古墳館館長の大田幸博氏による記念講演
もありました。

西天草ロータリークラブ
40年の歴史を振り返る

　苓洋高校同窓会でつくる巴水会（平井建治会長）に
よる「海岸ごみ一掃大作戦」は５月23日に富岡東海
岸一帯で行われ、地域住民と苓洋高校（山下和毅校
長）生徒ら約80人が参加しました。
　「美しい海づくり」の一環で、きれいで環境の良い
苓北町の海を守り、後世に引き継ぐため、昨年に続き
２回目となった海岸清掃活動。
　一帯は地元の皆さんのおかげできれいな状態が保た
れており、参加者らは松林や岩場の隙間のごみを丁寧
に集めていました。

巴水会
海岸ごみ一掃大作戦

　苓北ショッピングセンター協同組合（金子浩和代
表）が５月22日、苓北中学校（山本輝彦校長）を訪
問し、レジ袋の有料化で得た収益の一部50,000円を
寄贈しました。
　同組合では経費節約と資源保護のために昨年10月
からレジ袋を有料化。「収益の一部を地域に還元した
い。新生苓北中の一助になれば」と金子代表。山本校
長は「大変ありがたいこと。生徒の学校生活環境向上
のために有効活用させていただきたい」と話しまし
た。
　なお、本年３月までのレジ袋使用率は２割程度減っ
たとのことです。

苓北ショッピングセンター協同組合
新生苓北中の一助に

目録をわたす吉田会長（左）

田嶋町長、先生と一緒に（役場町長室）

金子代表（左）と山本校長

見えない所に手を伸ばす

曲線を見せる海岸

雨の中、テントを張り行われた安全祈願祭

説明を聞く児童

田﨑実行委員長（左）から山本校長へ

2021
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まちのわだい｜TOWN TOPICS｜ まちのわだい｜TOWN TOPICS｜

　統合後初の苓北中学校体育大会は５月17日に苓北
中学校グラウンドで開催され、多くの保護者らが声援
を送るなか、全校生徒202人が練習の成果を披露しま
した。
　また、町内４小学校の運動会は５月24日に各校グ
ラウンドで開催されました。坂小と都小は、中学校統
合に伴い数年ぶりの学校単独開催。児童とＰＴＡの競
技を織り交ぜながらプログラムは進みました。
　児童らは１年に１回の舞台で、懸命にバトンをつな
ぎ、大きな声で応援しました。

中学校体育大会・小学校運動会
懸命にバトンをつなぐ

　「第18回ふるさとふれあい文化祭」は５月31日に
志岐集会所であり、町内の文化芸能サークルや団体が
日頃の練習の成果や作品を披露しました。
　苓北町文化協会が主催し18回目をむかえた同文化
祭。約300人の来場者があり、観客席は立ち見が出る
ほどいっぱいになりました。
　舞台では尺八、舞踊、三味線、フラダンスなど24
演目の芸能が発表され、生け花（会議室）と書画（ロ
ビー）の作品展示もありました。
　最後は恒例の福引きで盛り上がりました。

ふるさとふれあい文化祭
観客席は立ち見が出るほどいっぱいに

　富岡城・歴史資料館落成記念事業、古閑三惠による
朗読劇「天草・島原の乱」が６月13日に志岐集会所
であり、約140人が観劇しました。
　脚本は元県立装飾古墳館の館長、大田幸博氏による
もの。舞台などで活躍の古閑三惠（熊本県出身）さん
が天草・島原の乱の実態を物語風に語りました。
　舞台冒頭に披露された積道英さんによるワンギター
ミニライブは、富岡フカ狩りなど町の歴史写真を大型
スクリーンで見せながら進み、観客らは音楽を聴きな
がら歴史を学び、振り返る一日となりました。

歴史資料館落成記念事業
朗読、音楽とともに歴史を学ぶ

　熊本県中学生ソフトテニス選手権大会（個人戦）が
６月６日に八代市で開催され、苓北中学校３年の髙岡
昴矢・溝上和ペアが見事準優勝しました。
　統合後、初めてペアとなった両選手は、坂瀬川中と
旧苓北中に通っていた１年生のときから「お互いの実
力を認め合う仲」と保護者談。
　本年度の天草郡市春季大会、県選手権天草予選でも
優勝している同ペア。６月27日に迫った郡市中学校
夏季総合体育大会（中体連）に向け、また一つレベル
アップしました。

県中学生ソフトテニス選手権大会
髙岡・溝上ペアが準優勝

シルエットに浮かぶ出演者 角度をかえて見る 歌を書に

笑顔で最後の決め

髙岡（左）・溝上（右）ペア

積道英さん（左）と古閑三惠さん（右）

こ　が　み　え

せきどうえい

うんどう会をはじめます バトンはまだか

組体操、合図とともに走りだす ソーラン、一瞬の静止から躍動する

二人で一つのことを

老人会との玉入れ勝負にのぞむ この１戦で決まる
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こ

の欄は、みなさんと一緒につくるページです。 楽しい行事や
要望な
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軽に
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園 児 の作 品
都
呂
々
小
学
校
３
年

小
学
生
だ
け
の

　
　
　
う
ん
ど
う
会

　

５
月
24
日
う
ん
動
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
中
学
生
が
い
な
か
っ
た
の
で
小
学
生
だ
け
の
う
ん
動
会
で
し

た
。
す
こ
し
さ
み
し
か
っ
た
け
ど
、
小
学
生
だ
け
で
力
を
あ
わ
せ
て
が
ん

ば
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
小
学
生
だ
け
の
お
う
え
ん
だ
ん
も
大
せ
い
こ
う

で
大
き
な
は
く
し
ゅ
を
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

わ
た
し
は
、
ほ
か
に
も
つ
な
ひ
き
と
リ
レ
ー
を
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
つ

な
ひ
き
は
、
れ
ん
習
の
時
は
ず
っ
と
ま
け
て
い
た
け
ど
本
番
は
か
て
て
よ

か
っ
た
で
す
。
リ
レ
ー
も
さ
い
ご
の
一
人
で
、
ぎ
ゃ
く
て
ん
し
て
、
か
ち

ま
し
た
。
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

ぜ
ん
た
い
で
も
、
わ
た
し
の
い
る
白
だ
ん
が
ゆ
う
し
ょ
う
し
ま
し
た
。

き
ょ
年
は
、
ま
け
た
け
ど
今
年
は
か
っ
て
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

つ
ぎ
の
う
ん
ど
う
会
も
ゆ
う
し
ょ
う
し
た
い
で
す
。
が
ん
ば
り
ま
す
。

　手足が伸び縮みするユニークなカエルをつくりました。子ど
もたちの賑やかな声に、今にも跳ねてきそうな元気なカエルさ
んたちが完成しました。

都呂々保育園 ぞうぐみ のおともだち

坂瀬川小学校４年１組 ●クラスの自慢
　（代表して溝上瑠那さん）
　わたしのクラスの自まんは、たっ
た７人で少ない人数だけど、一人ひ
とりがしっかりと意見を言えるし、
聞けることです。さらに、クラス全
員とっても仲が良いし、優しいので、
わたしはとっても幸せです。

●クラスのみんなへ
　（代表して溝上瑠那さん）
　わたしは、クラスのみんなへこう
思います。わたしに思いやりを持っ
てくれたり、やさしく接してくれた
りしてありがとう。いつになっても
みんな友だちでいようね。今までも
これからもありがとう。そしてよろ
しくね。

●先生からクラスへ
　４年生のみんなへ。４月にみんな
と出会ってもう２カ月が過ぎました
ね。とても元気で、お話をすること
が大好きなみんなとの日々は楽しく、
一日があっという間に終わってしま
うほどです。これからも様々な思い
出を一杯つくっていきましょう。

櫻
井　

瑞
稀 

さ
ん　
　

さ
く
ら  

い

み
ず  

き

クラス人数：男子　２人　
　　　　　　女子　５人　計７人
担任：加隈　里始 先生

『 メリハリをつけた、
  思いやりのある仲良しな４年生 』

『ジ
ャン
プ大好きなカエル』

『ジ
ャン
プ大好きなカエル』

　５月２６日、火曜日、午後８時頃。志
岐中尾地区では今年も、ホタルが舞って
いました。
　まだ数は少なかったものの、三脚をた
てカメラを固定し、３０秒間の露光で撮
影を試みました。
　実際に生で見るホタルとカメラで撮っ
た画像では大きく違いますが、あたかも
夜空を舞っているかのように見えるホタ
ルの写真です。

星ふる夜空に舞うホタル

▲色とりどりのカエルたち

る　な
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ウニ移しの作業

家宝の結婚写真家宝の結婚写真

知恵袋
おじいちゃん

の

　萬勝さん24歳、ミツヨさん22歳、二人は恋に落ちた。
壁ドンがあったかどうかは定かではない。萬勝さんは、
半農半漁で生計を立てていた稲尾家の10人兄弟の４男と
して生まれ育った。時は流れ、萬勝さんは農閑期に汐入
の道路工事の作業員として、ミツヨさんは御領から調理
員として、共に働くことになった。これが、運命の出会
いとなる。「働きもんだなあ」これが萬勝さんがミツヨ
さんに抱いた第一印象だ。出会いから２年後に結婚。４
人の娘達に恵まれた。
　稲尾家の生計を支えるウニ漁は、３月～８月まで続き、
家族総出のウニ移しは、50年以上も続いている。作業は
根気と几帳面さが求められ、まさしく匠の技である。大
切に移した生ウニは地元の漁協に出荷している。
　萬勝さんは、28歳から約50年間この素潜り漁に命を
かけた。命綱のロープが岩や海草に引っかかり、九死に
一生をえたこともある。現在、素潜り漁は孫の勝也さん
に受け継がれている。「潜りのことは、本人が体験して
会得するしかありません」と萬勝さん。厳しさの中に、
孫の勝也さんを見守る、優しい爺ちゃんのまなざしがあ
った。

問問

問問

問問

　　好きな食べものは？
　やっぱ、生きたイオば刺身にして食うとが一番ですね。また
毎晩、焼酎のお湯割りが楽しみです。

　　好みの女性のタイプは？
　ひかえめで明るい人が好みです。若っか時は、女優の若尾文
子さんが好きでした。

　　もし生まれ変わったら？
　よか所に仕事ば見つけて、家内に楽ばさせてやりたかと思い
ます。私は沖（素潜り漁など）に行っていましたから、丘の
仕事（農業・畜産）は家内にまかせきりでした。体力的に
も、家内には、負担をかけたと思います。もし、生まれ変わ
ったら、家内を楽させたいです。

　　長生きの秘訣は？
　早寝(７時)早起き(５時半)に夜中に小便５回、そして昼寝30
分です。昼寝ばせろばスーっとします。日中は農業が中心で
すが、浜時(ウニ漁３月～８月)は、ウニ移しの作業が加わり
ます。また、ナンプレ(数独)のクイズがおもしろくて、毎
日、毎晩、暇さえあればやっています。易しいかもんは、
10分ぐらい、難しかもんは、１時間以上かかります。
　一番の楽しみは、ひ孫の成長です。学校行事が何より楽しみ
で、部活や運動会の応援は欠かさず家族で行きます。統合し
た、初の苓北中学校の運動会は、とても賑やかでした。

問問
ひ けつ

稲 尾 萬 勝 さん

いな お まん かつ

（昭和9年8月20日生まれ）満80歳　富岡尾越区在住

素潜り漁歴50年!!
No.171

苓北町で、元気に生き生きと暮らしていらっしゃる
『たっしゃかもん』を紹介します。

輝いています！！

***素潜り漁歴50年!!
　萬勝の『なるほど!
　  ザ!潜水とアワビ』***

　私の最高記録は、30歳の時、手のひらサイズのアワビを一度
に27㎏(60枚ほど)とったことです。素潜り漁は、10～13ｍほど
潜ります。おもりは、体重の10％とされていますが、沖で深く潜
る時は軽く、丘近くで浅く潜る時は重めにつけます。水中メガネ
はよもぎの葉で内外を磨くと、曇りを防ぎます。水圧で耳をやら
れないように唾を少しずつ飲み込みながら潜るのがコツです。
　アワビは、夏は岩石の真下、冬場は、日当たりのいい場所に出
てきています。岩場と砂場が程よくあり、海草が生えている所が
穴場です。そして、アワビは一気にはずすことが肝心です。

自立相談支援事業実施のお知らせ

７月は“社会を明るくする運動”強調月間

平成27年度天草いきいき夢大学夏期講座のお知らせ

2627

　５月２５日の理事会、評議員会において平成２６年
度苓北町社会福祉協議会事業報告及び決算が承認
されましたので報告します。

事業報告
１．会務の運営
⑴　理事会、評議員会の開催（理事会２回、評
議員会２回開催）
⑵　自主財源の確保（会費、寄付金、共同募金地
域配分金）
⑶　関係機関、諸団体との連絡提携（行政、福祉
施設、各団体等と連携し、各種事業実施）
⑷　役職員の資質向上促進（研修など）
２．地域福祉活動事業　
⑴　児童福祉活動（子供会、青少年育成町民会議
等への助成）
⑵　老人福祉活動（ひとり暮らし老人友愛訪問、
ふれあいいきいきサロンなど）
⑶　母子・父子福祉活動（親子ふれあい旅行など）
⑷　身体障がい者福祉活動（在宅重度身体障が
い者見舞いなど）
⑸　福祉啓発活動（福祉スポーツ大会の実施、社
会を明るくする運動）
⑹　調査広報活動（社協だよりの発行 年間 12回）
⑺　生活福祉厚生事業（福祉機器リサイクル 11
件、チャイルドシート貸与事業 28件）
⑻　ボランティアセンター事業（ボランティア研修等）
⑼　社会を明るくする運動（“社会を明るくする
運動”推進委員会の実施など）
⑽　心配ごと相談事業（無料法律相談 12件）
３．受託事業
⑴　生活福祉資金取扱業務（17件）
⑵　福祉サービス利用援助事業（権利擁護事業）
（利用者 ４名）
⑶　子育て支援センター事業（年間利用者　
2167名）
４．共同募金配分金事業
⑴　老人福祉活動（一人暮らし老人友愛訪問な
ど）
⑵　障がい児・者福祉活動（身体障害者福祉協会
への助成）
⑶　児童青少年福祉活動（新入学児童に黄色い
傘贈呈など）
⑷　母子・父子活動（天草郡母子寡婦福祉連合
会への助成など）
⑸　福祉育成援助活動
⑹　ボランティア活動（ボランティアグループ
等へ助成）
５．民生委員児童委員協議会活動
⑴　会務の運営、財政管理
６．シルバー人材センター
⑴　シルバー人材センター派遣事業（需給調整、
派遣）受注件数 371件

　平成27年４月１日から、自立相談支援事業相談窓口を開設
しました。健康面、生活面、経済面等、どのような内容でも、
お気軽にご相談ください。相談員が、各ご相談に対応できる
機関や制度を紹介し、団体等と連携して皆さまの地域生活の
お手伝いをします。
　来所でのご相談の他に、電話でのご相談やご自宅等への訪
問相談等も致しますので、詳細は苓北町社会福祉協議会へお
問い合わせください。
　担当：金本（社会福祉士、精神保健福祉士）

　７月は、“社会を明るくする運動” 強調月間です。
　“社会を明るくする運動”～犯罪や非行を防止し、立ち直り
を支える地域のチカラ～は、すべての国民が、犯罪や非行の
防止と罪を犯した人たちの更生について理解を深め、それぞ
れの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会
を築こうとする全国的な運動です。
　苓北町では、次のようなことを実施します。
＊苓北町推進委員会　７月１日（水）　苓北町役場大会議室
＊街頭チラシ配り　　７月４日（土）　JAれいほく本所

（JAれいほく総合祭会場）（ティッシュ、団扇配布）
＊防災無線による広報（告知端末放送）
＊作文コンテスト募集　各小学校・苓北中学校（小・中学生対象）
＊学校訪問（保護司活動）
　皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

　受講生の皆さんに、心豊かないきいきとした暮らしを送っ
てもらうことを目的に開校します。
○主　催　社会福祉法人　天草市社会福祉協議会
○入学資格　 
　１．本年４月１日時点で20歳以上であり、学習意欲のある方。
　２．天草市、上天草市、苓北町に在住の方。
　３．原則として全てのカリキュラムに出席していただける方。
○定　員　５０名程度　※これまでに受講されていない方を
優先し、応募多数の場合は抽選により決定します。
○受講料　５，０００円＋実費負担（修学旅行等に要する経費）
○申込方法　申込書に必要事項を記入の上、苓北町社会福祉
協議会へ提出ください。
○締　切　平成27年６月30日（火）
○カリキュラム　天草ジオパーク構想について、修学旅行
（天草西海岸一帯）等、７月～８月の期間で７日間開催予定。
詳細は苓北町社会福祉協議会にお問い合わせください。

広報れいほく ２０１５ ６月号広報れいほく ２０１５ ６月号

心配ごと、悩みごとの
ご相談はご遠慮なくどうぞ

社会福祉協議会
だより
社会福祉協議会
だより
社会福祉協議会
だより

歳入総額 23,079,738円－歳出総額 20,505,564円
＝翌年度繰越金 2,574,174円

平成26年度   会計決算報告

平成26年度の事業報告・決算が
承認されました。
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道
路
交
通
法
改
正
に
よ
り
、
本
年
６
月
１

日
か
ら
自
転
車
運
転
中
に
危
険
な
ル
ー
ル
違

反
を
く
り
返
す
と
「
自
転
車
運
転
者
講
習
」

の
受
講
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

危
険
行
為
と
は
、
信
号
無
視
、
一
時
不
停

止
、
酒
酔
い
運
転
、
ブ
レ
ー
キ
不
良
自
転
車

運
転
―
な
ど
。

　

受
講
命
令
に
違
反
す
る
と
、
５
万
円
以
下

の
罰
金
が
あ
り
ま
す
。
自
転
車
の
危
険
運
転

は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
募
集
種
目
と
受
験
資
格

　

①
防
衛
大
学
校
、
防
衛
医
科
大
学
校

　
　

…
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
の
人

　

②
航
空
学
生
（
海
上
、
航
空
）

　
　

…
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
の
人

　

③
陸
・
海
・
空
一
般
曹
候
補
生
、
自
衛
官

候
補
生
…
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

■
受
付
期
間
（
締
切
日
必
着
）

　

①　

…　

９
月
５
日
〜
30
日

　

②
③
…　

８
月
１
日
〜
９
月
８
日

■
給
与
な
ど

　

２
士
初
任
給
…
１
６
１
，０
０
０
円

　

（
期
末
・
勤
勉
手
当
＝
年
２
回
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
天
草
駐
在
員
事
務
所

　

☎
22
―
３
３
４
９

　

県
内
の
住
宅
で
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進

す
る
た
め
に
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
ハ
ウ
ス
を

モ
デ
ル
と
し
て
導
入
し
、
そ
の
効
果
を
県
に

報
告
す
る
者
に
対
し
、
導
入
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

■
申
請
期
間　

　

５
月
13
日
か
ら
12
月
18
日
ま
で

■
補
助
額
等　

定
額
30
万
円

　
　
　
　
　
　

（
20
件
の
先
着
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

熊
本
県
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課

　

☎
０
９
６
―
３
３
３
―
２
３
２
０

　

県
で
は
、
美
し
い
天
草
を
自
ら
の
手
で
築

く
た
め
に
、
２
市
１
町
合
同
で
住
民
参
加
に

よ
る
国
道
沿
線
の
一
斉
除
草
作
業
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）
を
行
い
ま
す
。

　

当
日
は
「
さ
わ
や
か
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一
環
で
お
住
ま
い
の
地

域
の
国
道
沿
線
の
植
樹
帯
・
法
面
な
ど
の
除

草
作
業
に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
植
樹
帯
の

除
草
は
歩
道
側
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　

７
月
12
日（
日
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

土
木
管
理
課　

担
当
／
川
瀬

　

☎
○内
１
２
１　

○町
39
―
０
０
０
０

　

道
路
や
歩
道
へ
張
り
出
し
て
い
る
枝
は
、

歩
行
者
や
自
動
車
な
ど
の
支
障
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
安
全
確
保
の
た
め
樹
木
の
管

理
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

緊
急
の
場
合
は
、
道
路
管
理
者
が
予
告
な

く
伐
採
・
撤
去
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
理
解
く
だ
さ
い
。
通
行
障
害
と
な
る
樹
木

は
図
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

樹
木
の
倒
木
な
ど
が
原
因
で
歩
行
者
や
自

動
車
に
損
害
が
発
生
し
た
場
合
、
樹
木
所
有

者
の
管
理
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
（
民
法
７
１
７
条
）

　

各
行
政
区
で
も
随
時
、
道
路
愛
護
作
業
を

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

土
木
管
理
課　

担
当
／
川
瀬　

　

☎
○内
１
２
１　

○町
39
―
０
０
０
０

　

入
居
条
件
や
家
賃
な
ど
詳
し
く
は
左
記
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

教
育
委
員
会　

担
当
／
福
田

　

☎
○内
４
０
２　

○町
35
―
２
１
１
１

■
日
時　

７
月
12
日（
日
）午
前
７
時
〜

　
　
　
　

※
小
雨
決
行　

悪
天
候
は
中
止

■
注
意
事
項

①「
家
庭
用
粗
大
ご
み
収
集
」は
９
月
13
日

（
日
）の
予
定
で
す
。
12
日
の
「
ク
リ
ー
ン

作
戦
」
で
は
、
回
収
も
運
搬
も
あ
り
ま
せ

ん
。
仮
置
き
場
も
用
意
し
ま
せ
ん
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

②
町
が
毎
週
ま
た
は
毎
月
収
集
し
て
い
る
可

燃
・
不
燃
・
生
・
資
源
物
ご
み
は
、
収
集

運
搬
し
ま
せ
ん
。

③
各
地
域
で
作
業
を
実
施
す
る
と
き
は
、
体

調
管
理
に
気
を
つ
け
、
休
憩
を
と
り
な
が

ら
、
こ
ま
め
に
水
分
補
給
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

水
道
環
境
課　

担
当
／
松
村

　

☎
○内
１
４
０　

○町
39
―
０
０
０
１

　

日
本
遺
族
会
は
「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰

霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行

い
、
同
地
域
住
民
と
の
友
好
親
善
を
は
か
り

ま
す
。
実
施
地
域
な
ど
、
詳
し
く
は
左
記
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

日
本
遺
族
会
事
務
局

　

☎
０
３
―
３
２
６
１
―
５
５
２
１

■
募
集
内
容　

人
権
啓
発
に
関
す
る
こ
と
ば
、

メ
ッ
セ
ー
ジ（
50
字
以
内
）

■
募
集
期
間　

７
月
１
日（
水
）〜
９
月
11
日

（
金
）※
必
着

■
応
募
資
格　

県
内
に
住
ん
で
い
る
人

　
　
　
　
　
　

県
内
に
通
勤
通
学
す
る
人

■
応
募
方
法　

応
募
用
紙
は
役
場
福
祉
保
健

課
に
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
保
健
課　

担
当
／
坂
元

　

☎
○内
１
０
７　

○町
39
―
０
０
０
２

■
実
施
期
間　

７
月
１
日
〜
12
月
29
日

■
対
象
者　

本
年
度
に
次
の
年
齢
に
到
達

す
る
人

　

30
歳
、
35
歳
、
40
歳
、
45
歳
、
50
歳

　

55
歳
、
60
歳
、
65
歳
、
70
歳

■
負
担
金　

１
，０
０
０
円

■
受
診
で
き
る
歯
科
医
院

　

青
砥
歯
科
医
院
（
☎
35
―
０
１
１
７
）

　

あ
ら
き
歯
科
医
院
（
☎
35
―
２
４
６
０
）

■
持
参
す
る
も
の　

　

「
健
康
保
険
証
」

　

「
歯
周
疾
患
検
診
受
診
券
」

　

「
歯
周
疾
患
検
診
票
」

※
事
前
に
予
約
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
保
健
課　

担
当
／
永
野

　

☎
○内
１
４
２　

○町
39
―
０
０
０
２

　

飼
料
用
米
等
に
取
り
組
む
農
業
者
等
は
、

需
要
者
と
の
販
売
契
約
書
な
ど
の
必
要
書
類

を
添
付
し
て
、
取
組
計
画
書
を
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

提
出
期
限
は
こ
れ
ま
で
の
６
月
末
日
を
、

米
の
需
給
安
定
を
目
的
に
主
食
用
米
か
ら
飼

料
用
米
等
へ
の
転
換
を
さ
ら
に
促
す
た
め
、

７
月
末
日
ま
で
延
長
し
ま
し
た
。

　

新
た
に
飼
料
用
米
等
を
集
荷
業
者
に
出
荷

し
た
い
場
合
は
、
期
限
ま
で
に
集
荷
業
者
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

既
に
営
農
計
画
書
を
提
出
し
て
い
る
人

で
、
飼
料
用
米
等
の
取
組
計
画
を
新
た
に
提

出
す
る
な
ど
、
内
容
に
変
更
が
生
じ
た
場
合

は
、
町
農
業
再
生
協
議
会
に
修
正
を
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
を
行
わ
な
か
っ
た
り
、
期
限

を
過
ぎ
た
り
し
た
場
合
、
交
付
金
が
受
給
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
期
限
ま
で
に

申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

九
州
農
政
局
八
代
地
域
セ
ン
タ
ー　

　

担
当
／
田
島
、
渕
崎

　

☎
０
９
６
５
―
３
５
―
７
３
１
１

広報れいほく ２０１５ ６月号広報れいほく ２０１５ ６月号

自
転
車
の
危
険
運
転
は

や
め
ま
し
ょ
う

警
察
庁
・
熊
本
県
警

「
さ
わ
や
か
ク
リ
ー
ン
作
戦
」に

ご
協
力
を

水
道
環
境
課

「
あ
な
た
の
ひ
と
こ
と
」

人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
募
集福

祉
保
健
課

延
長
し
ま
し
た
！
飼
料
用
米
等
の

新
規
需
要
米
取
組
計
画
書
の

提
出
期
限

九
州
農
政
局

歯
周
疾
患
検
診
を
実
施
し
ま
す

福
祉
保
健
課

慰
霊
友
好
親
善
事
業
の
お
知
ら
せ

福
祉
保
健
課

天
草
海
道
お
も
て
な
し
一
斉

除
草
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

天
草
広
域
本
部

教
職
員
住
宅
の
一
般
入
居
者
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す教

育
委
員
会

道
路
上
に
張
り
出
し
て
い
る
樹
木・

竹
林
の
伐
採
を
お
願
い
し
ま
す

天
草
広
域
本
部

住
宅
向
け
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
等

モ
デ
ル
導
入
補
助
金
が
受
け
ら
れ
ま
す

熊
本
県

「
自
衛
官
」を
募
集
し
ま
す

自
衛
隊
天
草
駐
在
員
事
務
所

通行障害部通行障害部

越境範囲
通行障害部
建築限界

建築限界建築限界

境界

2.5ｍ

4.5ｍ4.5ｍ

境界

歩道 車道

建築限界建築限界

職　　　種 就業場所 年  齢人  数 賃　金（単位:円） 求人番号 職　　　種 就業場所 年  齢人  数

1762451

1735251

1736551

1677951

1678151

苓北町

〃
〃
〃

〃

40歳以下

不問
不問
不問

不問

150,000～250,000

 

145,800～157,800

148,000～161,000

220,000～310,000

 

200,000～215,000

染色工
ケアワーカー（介護職）

調理師
土木現場監督
経理事務（建築業）

ホテルフロント（日勤のみ）

当直係
社会福祉士または相談支援専門員

言語聴覚士
一般ゴミ収集、運搬

1683751

1684851

1644151

1646351

1654351

苓北町
〃

〃
〃

〃

1人

1人
1人
1人

1人

1人
1人

1人
1人

3人

不問
18歳以上

不問
不問

45歳以下

130,000～200,000

150,000～220,000

 

167,600～199,100

213,000～223,000

138,000～161,000

賃　金（単位:円） 求人番号

求  人  情  報求  人  情  報 【常用一般分抜粋】 ６月９日現在



《新生活運動の推進》

こせきの

まど　
こせきの

まど　
こせきの

まど　
「お返しは廃止し、お礼状を送りましょう」「お返しは廃止し、お礼状を送りましょう」

５月
受付分

　区  名　　 　 　氏　　名　　      　年齢

松　原　　金子シズエ　　92歳
川　向　　宮﨑　一志　　90歳
木　場　　安達ひでみ　　65歳
天神木　　山形　一吉　　80歳
浜之町　　永野　悦雄　　71歳
下　向　　堂ノ下シゲ子　89歳
八　区　　鶴山　英介　　73歳
一丁目　　松﨑　隆信　　89歳
一丁目　　河本　健一　　67歳
五丁目　　⻆岡テルノ　　82歳
　上　　　山下サダヲ　  103歳
本　郷　　一二三加壽美　87歳

 ●社協寄付（５月受付分）
作田　和夫さん　永野　幸治さん
角岡　清彦さん　金子　勇喜さん
宮﨑　照代さん　一二三恵美子さん
堂ノ下重雄さん　松﨑テルヨさん
安達マサヨさん
●広報れいほく郵送料寄付（Ｈ27.5.15～Ｈ27.6.16）
竹本　静雄さん（埼玉県）山下　一弘さん（大阪府）
濵﨑　志麻さん（神奈川県）川村ヨネ子さん（長崎県）
吉屋　哲男さん（京都府）井上たき子さん（大阪府）
黒瀬日出男さん（東京都）

休日当番医７月
☎37-1111
☎37-1111
☎37-1111
☎37-0001
☎37-1111
☎35-1133

慈恵病院
慈恵病院
慈恵病院
猪口医院
慈恵病院
医師会病院

（内科）
（内科）
（内科）
（小・内）

（内・整・リハ・耳・小・泌）
（内科）

※休日当番医は６月15日現在の予定です。本紙発行後に変更
になる場合があります。

●お悔やみ申し上げます （敬称略）

７月５日
12日
19日

20日
26日

（日）
（日）
（日）

（月・祝）
（日）

　５月21日発行の広報れいほく、11ページの
町内同級生ミニバレーボール大会の記事で、
優勝チームを「エガちゃピン」としていまし
たが、正しくは「エガちゃんピン」です。
　お詫びして訂正します。

お詫びと訂正

3031 広報れいほく ２０１５ ６月号広報れいほく ２０１５ ６月号

ご存じですか？
「国民年金保険料の免除制度」

　平成２７年度（平成２７年４月分～平成２８年３月分）
の国民年金定額保険料は１ヵ月あたり、１５，５９０円で
す。経済的な理由などで保険料の納付が困難な場合
は、申請手続きをすることで、保険料の納付が免除ま
たは一部納付（一部免除）することができます。

免除の種類　　　　　　　　　　　　　月額の保険料 
「全額免除」　　　　　　　　　  →　　　　　０円 
「４分の３免除（４分の１納付）」   →　　　３，９００円 
「半額免除（２分の１納付）」 　　  →　　　７，８００円 
「４分の１免除（４分の３納付）」　→　　 １１，６９０円 

◆これらの制度を利用する場合は、本人・配偶者・世
帯主の前年所得がそれぞれ一定の基準以下であるこ
とが条件です。
・離職された人は、離職票などがあればその人の所得
算定が０円になります。
・２０歳以上３０歳未満の人は、若年者納付猶予制度も
あり、この場合は本人・配偶者のみの所得判断にな
ります。

◆一部納付制度は納付すべき一部保険料が未納と
なった場合は、一部免除が無効となり、老齢・
障害・遺族の基礎年金の受給資格期間には含ま
れませんので、必ず一部保険料を納付する必要
があります。

◆平成２７年度（平成２７年７月～平成２８年６月）
の免除申請受付は、７月１日からです。
　　なお、平成２６年４月から申請が受理された
月から２年１ヵ月前の月分まで免除申請ができ
るようになりました。免除をご希望の方は、早
めに手続きをしてください。

■問い合わせ先
　役場税務住民課　担当／田中
　☎○内１０５　○町39－0002
　本渡年金事務所
　☎２４－２１１２

一歩間違えば大事故に――　農薬は適正に使用しましょう 農林水産課

　６月１日から８月31日までは農薬危害防止運動月間
です。農薬は、適正に使用すれば安全な資材であり、
農作物などの病気や害虫を防ぐための有効な手段とな
ります。しかし、使用方法を間違えると周辺環境や人
の健康に悪影響を及ぼす場合があります。
　農薬を使用するときは、次のことを守り、細心の注
意と最大限の配慮をお願いします。
■短期暴露評価により農薬の使用方法が変わります
　農作物の安全性をより一層高めるため、特定の農作
物を一度に、多量に摂取した場合であっても人の健康
に悪影響が生じないよう、急性毒性の指標である※急
性参照用量（ＡＲｆＤ）を超えないかという点についての
評価（短期暴露評価）が新たに導入されました。これ
により現在登録されている農薬についても評価が行わ
れ、中には農薬ラベルどおりに使用しても、作物の残
留基準値を超える恐れのある農薬もあります。農薬を
使用する際は、必ず最新の登録内容を確認してくださ
い。使用基準の変更で用途がなくなった農薬の回収、
処分などについては、購入した販売店やＪＡなどに問
い合わせてください。
 ※急性参照用量（ＡＲｆＤ：acute reference dose）
　ヒトがある物質を24時間またはそれより短い時間経
口摂取した場合に健康に悪影響を示さないと推定され
る一日当たりの摂取量

■散布方法を今一度ご確認ください
①全ての農薬は登録制です。ラベルに登録番号が書か
れていないものや最新の登録内容でないものは使用で
きません。作物ごとに使用方法が違いますので、▼使
用濃度▼使用量▼使用期間とその回数―を確認し、ラ
ベルに記載された方法で正しく使いましょう。
②農薬を散布するときは、周囲の状況をよく確認し、
住宅・道路などに散布しないように風向きや散布方法
に注意しましょう。
③隣接する他の作物に農薬が飛散しないように注意
し、同じ農地内での複数品目の作付や、収穫時期の異
なる品種の作付をできる限り行わないなどの工夫を行
いましょう。
■残液が河川の汚染につながります
①農薬は、散布残液が出ないよう計画的に必要量を作
りましょう。
②散布に使用した容器・機械などを洗浄した水や、残
った散布液は、排水溝や河川などへ流さないでくださ
い。これらが河川に流出すると、魚が大量に死亡する
などの事故につながります。農薬・散布残液の処理方
法は、購入店で確認して適正に処理してください。
■問い合わせ先
　農林水産課　担当／田中　☎○内１２０　○町３９－００００

■受付日時　毎日、午後７時～午前０時
■電話番号　♯8000番（ただし、ダイヤル回線、ＩＰ電

話、光電話からは☎０９６－３６４－９９９９）

子どもの急な病気の相談に応じます
天草保健所

●交通事故防止に努めましょう
　苓北町では５月末日現在、３件の交通事故（負傷者３
人）が発生しています（件数は本年１月からの累計）。
安全運転を心がけ、交通事故防止に努めましょう。

　町長交際費とは、
町長が円滑な行政運
営を図るために町を
代表して行う外部と
の交際に要する経費
です。クリーンな行
政運営を目指す苓北
町では、町長交際費
を毎月公表します。

・弔　慰
　町政関係者に対する香典、供花などに係る経費
・見　舞
　町政関係者の病気、災害などの見舞いに係る経費
・御　祝
　記念行事、式典、祝賀会などに際しての祝いに係る経費
・賛　助
　各種大会、新聞などの特別企画などで公益性のあるも
　のへの賛助
・接　遇
　来客、町政関係者との懇談などに係る経費
・会　費
　円滑な町政運営に資する会議、会合、研修会への参加
　に係る経費
・みやげ・記念品
　来客、町政関係者へのみやげ、記念品などに係る経費
・その他
　上記の区分に掲げるもの以外に係る経費

用 語 解 説

金　額
（平成2７年5月支出分）

区　分
弔　慰
見　舞
御　祝
賛　助
接　遇
会　費
みやげ・記念品
その他
５月計

件数
 ０件
 ０件
 ０件
 ０件
 １件
 ０件
 ２件
 ０件
 ３件

0円
0円
0円
0円

4,900円
0円

11,696円
0円

16,596円

■問い合わせ先　総務課　☎○内２０７　○町35－1111

温泉プール

麟泉の湯
２日（木）・１６日（木）

休館日のお知らせ休館日のお知らせ ７月

毎週水曜日


